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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

本調査は、三田市の教育の振興に関して基本的な事項を定める「第３期三田市教育振

興基本計画（計画期間：令和４年度～令和８年度の５年間）」を策定するにあたり、今

後、重点をおくべき施策の把握を目的に、市民・教職員及び小中学生を対象にアンケー

ト調査を実施するものです。 

 

２ 調査方法 

① 調査地域 三田市内 

② 調査対象者 ・市内に在住する 18歳以下の子どものいる保護者世帯 

・市立幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校の教職員 

・市内小中学校の小学５年生児童、中学２年生生徒 

③ 標本数 ・市民 2,000人 

・教職員 818人 

・小学５年生 1,017人 

・中学２年生 917人 

④ 抽出方法 ・市民：住民基本台帳から無作為抽出 

⑤ 調査方法 ・市民：郵送配布、郵送回収による郵送調査法 

及び Webによる回答 

・教職員：各学校園を通じて直接配布、直接回収 

・小中学生：各学校を通じて直接配布、直接回収 

⑥ 調査期間 令和２年 10月９日（金）～10 月 23日（金） 

 

３ 回収状況 

 配布数 回収数 回収率（％） 

市民アンケート調査 2,000 1,164 58.20％ 

教職員アンケート調査 818 813 99.39％ 

小学５年生調査 1,017 992 97.54％ 

中学２年生調査 917 860 93.78％ 
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４ 調査結果の表示方法 

・グラフに表示されているＮ値とは、回答者数のことを示しています。 

・集計結果の％表示は、小数点以下第 2位を四捨五入してありますので、内訳の合計が 100.0％

にならない場合があります。また、複数回答が可能な設問の場合、すべての比率の合計が

100.0％にならない場合があります。 

・単純集計に加え、回答者属性によるクロス集計を行いました。クロス集計とは、複数項目の

組み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、集計表を作成するこ

とにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。なお、クロス集計において

項目ごとに、最も高い選択肢を網掛け  で、次に高い選択肢を  で表示しています。 

・クロス集計の場合、回答者属性の無回答を排除しているため、クロス集計の回答数の合計と

単純集計（全体）の回答数が合致しないことがあります。 

 

５ 調査項目一覧 

  下記の調査項目について、アンケート内容より整理しました。 

（１）市民アンケート調査 

調査項目 設問内容 頁 

第２期計画

に該当する

体系 

１ 回答者の 
基本属性 

問１ 年齢 6  

問２ アンケート回答者 6  

問３ 居住小学校区 7  

問４ 居住年数 7  

問５ 子どもの年代 8  

問６ 子どもの兄弟姉妹 8  

２ 子どもの
教育や学習
に関する取
組 

問７ 子どもの教育について関心のあること 9 
1-1-(1) 

1-3-(1) 

問８ 三田市の子どもたちに望む姿 10 1-4-(1) 

問９ 子どもたちを取り巻く環境の変化 11 3-9-(1) 

問10 三田市の子どもたちに身についている能力や態度 12 
1-3-(1) 

1-4-(1) 

問11 学校に対しての要望 14 2-8-(3) 

問12 就学前教育に対しての要望 15 1-2-(1) 

問13 いじめや不登校などの問題を防止するために必要なこと 16 1-6-(2) 

問14 特別支援教育の充実のために必要な取り組み 17 1-6-(1) 

問15 学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 18 3-9-(1) 

問16 小学校・中学校の再編を進める上での必要な配慮 19 2-8-(1) 

問17 新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 20 2-8-(2) 

３ 家庭、地
域での子育
てについて 

問18 地域行事への参加 21 3-9-(2) 

問19 地域で子どもたちの教育に関わってくれる人 22 3-9-(1) 

問20 子育てで大切にしていること 23 3-9-(2) 
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（２）教職員アンケート調査 

調査項目 設問内容 頁 

第２期計画

に該当する

体系 

１ 回答者の 
基本属性 

問１ 勤務先 24  

問２ 職種 24  

問３ 経験年数 25  

問４ 勤務している学校区 25  

２ 教職員の
勤務環境の
状況 

問５ 多忙な業務 26 2-8-(3) 

問６ 三田市の教育の中で充実する必要がある取組 28 
2-8-(1) 

2-8-(3) 

問７ 学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 32 3-9-(1) 

問８ 小学校・中学校の再編を進める上での必要な配慮 33 2-8-(1) 

問９ 新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 34 2-8-(2) 

 

（３）小学５年生・中学２年生調査 

調査項目 設問内容 頁 

第２期計画

に該当する

体系 

１ 回答者の 
基本属性 

問１ 自分の長所 38 1-1-(1) 

問２ 信頼できる友だちの有無 39 1-4-(2) 

問３ 家族とよく話すか 40 3-9-(2) 

問４ 地域行事やイベントの参加意向 41 3-9-(1) 

問５ 魅力を感じる学校 42 1-3-(1) 
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参考 第２期三田市教育振興基本計画体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

【基本目標】 【基本施策】 【施策の方向性】 

基本目標１ 

未来を創造し、

心豊かに生きる

子どもの育成に

取り組みます 

（1）学校組織力の向上 

（1）時代の変化に対応した教育環境 
整備 

 

（3）教職員が子ども一人一人に向き合う 
ための環境整備 

（2）教職員の資質向上 

７信頼される学校づくり 

の推進 

８教育環境の整備・充実 
（2）学校施設等の整備・充実、安全 

体制の確保 
 

１変化の激しい時代を生き
抜く力を育む教育の推進 

 

（1）社会的自立に向けたキャリア 
教育の推進 

（2）グローバル化に対応した教育の推進 

（2）育ちと学びをつなぐ教育の推進 

（1）主体的に学ぶ子どもの育成 

（1）特別支援教育の充実 

（2）児童生徒への支援・相談体制の充実 ６一人一人が大切にされる
教育・支援の充実 

（3）教育の機会均等の確保と保護者 
負担の軽減 

（2）多様な学習資源の活用 
 

（1）学校・家庭・地域の連携と協働 
による育成活動の推進 

（2）家庭・地域の教育支援 

９地域ぐるみで子どもを 

育てる環境づくりの推進 

（1）規範意識や道徳性を育む教育の推進 

（3）豊かな人間性と社会性を育む 
体験活動の充実 

（2）「共生」の心を育む教育の充実 

（1）体力向上の取組の充実 

（2）食育・健康教育・安全教育の充実 
５ 

10 

２幼児期の教育の充実 
 

（2）幼児教育に関する多様なニーズ 
への対応 

（1）自立と協同の態度を育む幼児教育の推進 

（1）学習成果を活かす仕組みづくり 
の推進 

 

基本目標３ 

人をつなぎ、まち

（地域）全体で 

子どもの学びと

成長を支えます 

基本目標２ 

安全・安心で魅力

ある学校づくり

を推進します 

 子どもの夢と未来が輝くまち さんだ 

 自分が好き、人が好き、このまちが好き、 
夢に向かって歩むさんだっ子 

「健やかな体」の育成 

「学び」が活かせる環境 
づくりの推進 

４ 「豊かな心」の育成 

３ 「確かな学力」の育成 

［基本理念］ 

［めざす子ども像］ 
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Ⅱ 市民アンケート調査 

１ 回答者の基本属性 

 

問１ あなたの年齢は何歳ですか。（令和２年 10月 1日現在）（１つに○） 

 

 

①年齢 

年齢については、「40歳代」の割

合が 49.7％と最も高く、次いで「30

歳代」の割合が 35.5％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

問２ このアンケートにお答えいただく方はどなたですか。 
宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つに○） 

 

②アンケート回答者 

アンケート回答者については、

「母親」の割合が 80.7％と最も高

く、次いで「父親」の割合が 18.6％

となっています。 

 

 

 

 

N = 1,164 ％

父親

母親

祖父

祖母

その他

無回答

18.6

80.7

0.0

0.3

0.2

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

N = 1,164 ％

30歳未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳以上

無回答

3.9

35.5

49.7

9.8

1.0

0.1

0 10 20 30 40 50 60
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問３ お住まいの小学校区はどちらですか。（１つに○） 

 

 

③居住小学校区 

居住小学校区については、「ゆり

のき台小学校」の割合が 12.0％と

最も高く、次いで「けやき台小学校」

の割合が 9.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、三田市に住んで何年になりますか。（令和２年 10月 1日現在） 
（１つに○） 

 

④居住年数 

居住年数については、「10年以上

～20年未満」の割合が 34.0％と最

も高く、次いで「20年以上」の割

合が 27.7％、「５年以上～10 年未

満」の割合が 22.9％となっていま

す。また、20 年未満が 72.2%とな

っており、回答者の約 7 割が市外

からの転入者となっています。 

N = 1,164 ％

１年未満

１年以上～５年未満

５年以上～10年未満

10年以上～20年未満

20年以上

無回答

1.6

13.7

22.9

34.0

27.7

0.1

0 10 20 30 40 50

N = 1,164 ％

三田小学校

三輪小学校

志手原小学校

藍小学校

本庄小学校

広野小学校

小野小学校

高平小学校

母子小学校

武庫小学校

松が丘小学校

すずかけ台小学校

狭間小学校

富士小学校

あかしあ台小学校

弥生小学校

つつじが丘小学校

けやき台小学校

学園小学校

ゆりのき台小学校

無回答

8.2

9.0

1.5

1.7

1.5

4.2

1.4

2.7

0.3

8.8

3.2

6.2

3.7

6.8

8.1

2.4

6.0

9.4

2.5

12.0

0.5

0 5 10 15 20
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問５ 宛名のお子さんは次のどちらに該当しますか。（１つに○） 

 

⑤子どもの年代 

子どもの年代については、「小学

生」の割合が 35.2％と最も高く、

次いで「就学前の子ども」の割合が

31.6％、「中学生」の割合が 16.3％

となっており、ほぼ当該区分相当

の人口と同程度の割合となってい

ます。 

 

 

 

問６ 宛名のお子さん以外に兄弟姉妹はいらっしゃいますか。 
いる場合は次のどちらに該当しますか。（該当するものに○） 

 

⑥子どもの兄弟姉妹 

子どもの兄弟姉妹については、

「小学生」の割合が 36.0％と最も

高く、次いで「就学前の子ども」の

割合が 27.7％、「中学生」の割合が

18.0％となっています。 

2015年国立社会保障人口問題研

究所調べでは、「ひとりっ子」世帯

の割合は 19.8%となっており、アン

ケート結果（16.8%）から、三田市

は、全国平均に比べて「兄弟姉妹の

いる世帯の割合が多い」ことが伺

えます。 

 

 

 

N = 1,164 ％

就学前の子ども

小学生

中学生

高校生

その他

いない

無回答

27.7

36.0

18.0

11.4

10.7

16.8

0.3

0 10 20 30 40 50

N = 1,164 ％

就学前の子ども

小学生

中学生

高校生

その他

無回答

31.6

35.2

16.3

16.1

0.6

0.2

0 10 20 30 40 50
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２ 子どもの教育についての関心と学校、就学前教育に対する市民意識 

（１）子どもの教育について関心のあること 

問７ 子どもの教育について、関心のあることは何ですか。 
（主なもの３つまで○） 

子どもの教育について関心のあることについて子どもの年代別でみると、就学前の子ど

もでは「子どもの健康や体力」の割合が最も高いのに対し、小学生以上では「子どもの基

礎学力」が最も高い割合となっており、就学と同時に学力面の関心が高くなることが伺え

ます。また、どの年代でも「主体的に学ぶ力」は４割半ばから後半となっており、子ども

の自主性を重んじる保護者が多いことが伺えます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、子どもの教育について関心のあること  単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
ど
も
の
基
礎
学
力 

主
体
的
に
学
ぶ
力 

子
ど
も
の
健
康
や
体
力 

子
ど
も
の
基
本
的
な 

生
活
習
慣 

子
ど
も
の
道
徳
心
や 

規
範
意
識 

子
ど
も
の
い
じ
め
や 

問
題
行
動 

学
校
の
施
設
・
設
備 

教
職
員
の
指
導
力
や 

専
門
性 

家
庭
で
の
し
つ
け
・
教
育 

家
庭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ 

ケ
ー
シ
ョ
ン 

地
域
で
の
子
育
て
・
教
育 

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  46.7  46.2  52.7  21.7  33.4  23.9  6.8  12.5  15.8  16.0  8.2  9.2  0.5  0.5  

小学生 410  62.0  48.5  42.9  25.9  36.6  23.7  5.1  20.5  8.5  11.2  1.7  5.6  0.5  0.2  

中学生 190  60.0  49.5  42.1  25.3  33.7  23.7  5.8  22.1  7.4  17.4  2.1  5.8  0.5  － 

高校生 187  56.1  45.5  34.8  21.9  35.3  17.1  7.0  27.3  10.2  17.6  4.8  7.5  2.7  0.5  

その他 7  57.1  42.9  71.4  42.9  57.1  14.3  14.3  － － － － － － － 

N = 1,164 ％

子どもの基礎学力

主体的に学ぶ力

子どもの健康や体力

子どもの道徳心や規範意識

子どもの基本的な生活習慣

子どものいじめや問題行動

教職員の指導力や専門性

家庭でのコミュニケーション

家庭でのしつけ・教育

学校・家庭・地域の連携

学校の施設・設備

地域での子育て・教育

その他

無回答

55.8

47.3

44.7

35.0

23.9

22.6

19.2

14.7

10.8

7.1

6.1

4.4

0.9

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80



 

 

10 
 

（２）三田市の子どもたちに望む姿 

問８ あなたは、子どもたちに、どのような子どもになってほしいと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

三田市の子どもたちに望む姿について、子どもの年代別でみると、どの年代でも「思い

やりややさしさを持った子ども」が高くなっています。また、就学前の子どもでは「健康

で活発な子ども」の割合が高く、問７で「子どもの健康や体力」への関心が高いことも合

わせて考えると、健康で外遊びなど活発な運動をする姿が求められていると考えられます。

一方、小学生以上では「ルールやマナーを守る子ども」の割合が高く、社会生活での規律

が求められていると考えられます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○子どもの年代別にみた、三田市の子どもたちに望む姿  単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る 

子
ど
も 

健
康
で
活
発
な
子
ど
も 

自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
と 

言
え
る
子
ど
も 

創
造
性
が
豊
か
な
子
ど
も 

思
い
や
り
や
や
さ
し
さ
を 

持
っ
た
子
ど
も 

努
力
で
き
る
子
ど
も 

責
任
感
を
持
っ
た
子
ど
も 

主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る 

子
ど
も 

向
上
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神 

の
あ
る
子
ど
も 

夢
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る 

子
ど
も 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
子
ど
も 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  38.6  42.9  26.4  13.0  78.8  23.6  6.0  19.8  35.6  12.0  0.3  0.5  1.6  － 

小学生 410  42.2  34.4  26.6  12.9  72.0  27.6  14.6  20.2  30.7  10.7  1.5  1.0  0.5  0.2  

中学生 190  45.3  25.8  31.1  13.7  70.0  24.7  15.3  22.1  30.5  14.2  0.5  0.5  0.5  － 

高校生 187  42.8  32.6  19.8  10.7  71.7  27.3  20.3  19.8  32.6  12.3  0.5  － 2.1  － 

その他 7  71.4  14.3  57.1  － 71.4  42.9  14.3  14.3  14.3  － － － － － 

N = 1,164 ％

思いやりややさしさを持った子ども

ルールやマナーを守る子ども

健康で活発な子ども

向上心やチャレンジ精神のある子ども

自分の意見をはっきりと言える子ども

努力できる子ども

主体的に学ぼうとする子ども

責任感を持った子ども

創造性が豊かな子ども

夢を持っている子ども

リーダーシップのある子ども

ふるさとを愛する子ども

その他

無回答

73.6

41.8

35.2

32.4

26.3

25.9

20.3

12.9

12.7

11.9

0.8

0.6

1.1

0.2

0 20 40 60 80 100
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（３）子どもたちを取り巻く環境の変化 

問９ 子どもたちを取り巻く環境は、この数年、どのように変化してきたと思います
か。（○は（ア）～（キ）ごとに１つ） 

子どもたちを取り巻く環境の変化については、『（カ）インターネットなど多様な情報に

ふれる機会』『（キ）家庭における経済格差』で「増えてきた」の割合が「減ってきた」の

割合より高くなっています。特に『（カ）インターネットなど多様な情報にふれる機会』

では、「減ってきた」と「増えてきた」の割合に約 31ポイントの差がみられ、子どもがイ

ンターネットに触れる機会が急増していることが伺えます。 

一方、『（ア）学校以外での子ども同士の交流の時間』『（ウ）地域で活動している人とふ

れあう機会』『（エ）子どもと高齢者がふれあう機会』『（オ）外国の人や異文化とふれあう

機会』では、「減ってきた」の割合が「増えてきた」の割合より高く、特に『（ウ）地域で

活動している人とふれあう機会』『（エ）子どもと高齢者がふれあう機会』では、「減って

きた」と「増えてきた」の割合に約 20 ポイントの差がみられ、子どもを取り巻く人々と

のふれあいが減少していることが伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
N = 1,164

（ア）学校以外での子ども同士の
      交流の時間

（イ）家庭などで子どもたちと
      関わり合いを持つ時間

（ウ）地域で活動している人と
      ふれあう機会

（エ）子どもと高齢者がふれあう機会

（オ）外国の人や異文化と
      ふれあう機会

（カ）インターネットなど多様な情報に
      ふれる機会

（キ）家庭における経済格差

35.7

23.8

41.7

40.5

28.4

29.5

15.5

36.0

54.6

35.7

38.1

50.5

9.5

57.2

27.9

21.2

22.2

21.0

20.4

60.7

26.6

0.4

0.4

0.4

0.3

0.7

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

減ってきた 変わらない 増えてきた 無回答
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（４）三田市の子どもたちに身についている能力や態度 

問 10 教育を通じて、子どもたちには「現在」①～⑯の能力や態度が身についていると
思いますか。また、「今後の重要度」について、あなたの考えに最も近いもの
を、それぞれ１つずつ選んで〇をつけてください。 

①現在の状況 

三田市の子どもたちに身についている能力や態度を５段階で評価し、“身についていな
い”（「１」と「２」の合計）と“身についている”（「４」と「５」の合計）の割合をみる
と、『⑥読書習慣』『⑩生き方や進路について考える力』『⑬“ふるさと三田”を誇りに思う
心、愛する心』『⑭地域の人や行事に積極的に関わろうとする姿勢』で“身についていな
い”の割合が高く、一方で“身についている”と回答する割合が低いことから、これらが
課題として挙げられます。 
一方、『⑦道徳心（思いやりの心や善悪の判断など）』『⑧社会生活に必要な常識やマナ

ー』『⑨いじめ・暴力行為を許さない心』では“身についている”の割合が約５割となって
おり、一方で、“身についていない”と回答する割合が低いことから、子どもたちに他者
を 

慮
おもんぱか

る心が一定身についていると考えられます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1,164

①自ら学び、考え、主体的に行動する力

②表現力やコミュニケーション力

③教科の基礎的な学力

④ICTを活用しようとする姿勢や能力

⑤英語に興味を持ち学ぼうとする姿勢

⑥読書習慣

⑦道徳心
   （思いやりの心や善悪の判断など）

⑧社会生活に必要な常識やマナー

⑨いじめ・暴力行為を許さない心

⑩生き方や進路について考える力

⑪偏見や差別をなくそうとする姿勢

⑫多様な人々がお互いに認め合い、
   共に生きる姿勢

⑬"ふるさと三田"を誇りに思う心、
    愛する心

⑭地域の人や行事に積極的に関わろうと
   する姿勢

⑮体力を向上させ、健康的に生きようと
   する姿勢

⑯緊急事態において、子どもが自ら身を
   守り安全を確保することができる力

5.2

2.8

7.8

12.0

10.1

14.4

2.9

4.0

4.4

15.3

9.2

7.6

13.7

12.5

5.7

10.7

19.8

17.4

12.5

15.3

19.6

24.1

6.4

9.0

7.0

19.8

10.3

10.2

20.3

25.3

11.6

17.5

40.4

40.6

40.5

36.2

31.4

29.1

34.9

39.1

32.2

46.0

46.1

46.8

49.2

46.0

42.4

46.2

27.6

29.6

28.4

26.3

29.2

18.1

38.5

36.1

34.1

14.0

24.1

25.9

12.7

11.2

26.9

19.7

6.4

8.3

9.6

7.5

8.3

12.9

15.7

10.4

20.9

3.5

8.8

7.6

2.7

3.6

12.1

4.5

0.8

1.1

1.2

2.7

1.3

1.3

1.5

1.4

1.4

1.4

1.5

1.7

1.5

1.5

1.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1 2 3 4 5 無回答

身について 

いない 

身について 

いる 
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②今後の重要度 

三田市の子どもたちにとっての今後の重要度を５段階で評価し、“重要でない”（「１」
と「２」の合計）と“重要”（「４」と「５」の合計）の割合をみると、すべての項目で“重

要でない”の割合が１割未満と低く、すべての項目で“重要”の割合が高くなっています。 
中でも、『①自ら学び、考え、主体的に行動する力』『②表現力やコミュニケーション力』

は“重要”が９割半ばを占めている一方、現在の状況として“身についている”は３割台
となっており、これらの力の引き上げが強く望まれています。 

また、『⑬“ふるさと三田”を誇りに思う心』、『⑭地域の人や行事に積極的に関わろう
とする姿勢』が重要と考える人の割合が他の項目に比べて低く、今後の重要度の低さが現

在の状況にも表れているのではないかと考えられます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 1,164

①自ら学び、考え、主体的に行動する力

②表現力やコミュニケーション力

③教科の基礎的な学力

④ICTを活用しようとする姿勢や能力

⑤英語に興味を持ち学ぼうとする姿勢

⑥読書習慣

⑦道徳心
   （思いやりの心や善悪の判断など）

⑧社会生活に必要な常識やマナー

⑨いじめ・暴力行為を許さない心

⑩生き方や進路について考える力

⑪偏見や差別をなくそうとする姿勢

⑫多様な人々がお互いに認め合い、
   共に生きる姿勢

⑬"ふるさと三田"を誇りに思う心、
    愛する心

⑭地域の人や行事に積極的に関わろうと
   する姿勢

⑮体力を向上させ、健康的に生きようと
   する姿勢

⑯緊急事態において、子どもが自ら身を
   守り安全を確保することができる力

0.1

0.2

0.3

0.5

0.6

0.3

0.2

2.7

0.8

0.1

0.1

0.2

0.3

0.9

0.9

1.1

0.6

0.1

0.2

0.3

0.3

0.2

0.3

5.8

4.0

0.3

0.2

3.9

4.6

11.6

19.2

12.4

13.9

6.7

8.3

7.2

13.7

12.7

13.7

39.2

36.7

13.8

8.0

22.0

27.3

34.3

33.8

33.1

34.5

22.6

25.8

21.5

32.5

31.0

31.2

32.5

36.6

36.1

25.4

72.8

66.8

51.6

43.6

51.5

49.3

69.4

64.8

70.0

52.3

54.8

53.4

18.9

20.9

48.7

65.3

1.1

1.0

1.4

2.2

1.4

1.0

1.2

0.9

1.0

1.2

0.9

1.3

0.9

1.0

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
1 2 3 4 5 無回答

重要でない 重要 
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（５）学校に対しての要望 

問 11 あなたは、学校に対してどのようなことを望みますか。（主なもの３つまで○） 

小・中学校に対しての要望について子どもの年代別でみると、いずれの年代でも、「子

どもの個性に応じたきめ細やかな対応をすること」が高く、子どもの年代が低くなるにつ

れ「子どもに対する愛情を持って接すること」の割合が高くなる傾向がみられます。また、

中学生、高校生では「子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を支援すること」の割

合が高く、子どもが進路を選択する際への関わりが求められています。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、小・中学校に対しての要望 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

教
育
に
対
す
る
責
任
感
を 

持
っ
て
接
す
る
こ
と 

子
ど
も
の
個
性
に
応
じ
た 

き
め
細
や
か
な
対
応
を
す
る
こ
と 

生
活
習
慣
や
社
会
規
範
の
手
本
と 

な
り
、
指
導
す
る
こ
と 

子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
を 

持
っ
て
接
す
る
こ
と 

子
ど
も
に
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
た

せ
、
そ
の
実
現
を
支
援
す
る
こ
と 

子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談
に
対
し
て
、
し
っ

か
り
話
を
聞
い
て
的
確
に
助
言
し
て
く
れ
る

こ
と 

担
当
教
科
に
関
し
て
専
門
的
な 

知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と 

ど
の
子
ど
も
に
対
し
て
も 

公
平
に
接
す
る
こ
と 

社
会
の
要
請
や
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に 

対
応
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と 

体
育
な
ど
の
基
礎
的
な
体
づ
く
り
を 

推
進
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  31.5  47.6  27.2  50.5  23.6  28.8  7.3  32.3  32.1  8.7  2.7  － 

小学生 410  34.4  43.4  26.1  43.4  27.3  23.9  13.9  33.4  32.4  7.8  2.0  0.5  

中学生 190  34.2  49.5  17.4  35.3  38.9  27.9  13.7  33.2  31.6  3.7  3.7  0.5  

高校生 187  37.4  41.2  22.5  33.7  36.4  20.3  12.3  35.3  34.8  4.3  4.8  0.5  

その他 7  28.6  28.6  42.9  28.6  14.3  14.3  14.3  57.1  42.9  14.3  － － 

N = 1,164 ％

子どもの個性に応じたきめ細やかな対応をすること

子どもに対する愛情を持って接すること

教育に対する責任感を持って接すること

どの子どもに対しても公平に接すること

社会の要請や時代の変化に柔軟に対応する力を持っていること

子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を支援すること

子どもや保護者の相談に対して、しっかり話を聞いて的確に助言してくれること

生活習慣や社会規範の手本となり、指導すること

担当教科に関して専門的な知識を持っていること

体育などの基礎的な体づくりを推進すること

その他

無回答

45.3

42.7

33.8

33.5

32.6

29.4

25.6

24.5

11.5

6.9

2.9

0.3

0 10 20 30 40 50 60
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（６）就学前教育に対しての要望 

問 12 あなたは、就学前教育に対してどのようなことを望みますか。 
（主なもの３つまで〇） 

就学前教育に対しての要望について子どもの年代別でみると、すべての年代で「基本的

な生活習慣を形成すること」「あいさつやルールなどの規範意識を育成すること」の割合

が高く、生活習慣や社会でのルールを早期に身につけることが求められています。また、

就学前の子どもで「自然とふれあう体験をすること」の割合が高く、自然の中での多様な

体験をすることが求められています。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、就学前教育に対しての要望 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
形
成
す
る

こ
と 

あ
い
さ
つ
や
ル
ー
ル
な
ど
の 

規
範
意
識
を
育
成
す
る
こ
と 

自
然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を
す
る 

こ
と 

世
代
間
交
流
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な 

人
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を
す
る
こ
と 

預
か
り
保
育
な
ど
の
子
育
て 

支
援
に
取
り
組
む
こ
と 

幼
稚
園
や
保
育
所
等
と
小
学
校
と 

連
携
す
る
こ
と 

保
護
者
の
教
育
力
の
向
上
に 

向
け
た
支
援 

保
護
者
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て 

情
報
交
換
し
あ
え
る
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
づ
く
り 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  66.0  78.3  54.9  31.8  18.8  18.5  8.2  12.2  3.0  － 

小学生 410  70.0  74.9  47.3  26.3  23.9  20.7  7.6  9.0  1.0  0.5  

中学生 190  71.1  72.1  44.7  28.9  21.6  14.7  7.4  14.2  1.6  1.1  

高校生 187  61.5  69.5  48.7  30.5  21.4  12.3  8.6  18.2  2.1  0.5  

その他 7  71.4  85.7  57.1  28.6  － 14.3  － 14.3  14.3  － 

 

N = 1,164 ％

あいさつやルールなどの規範意識を育成すること

基本的な生活習慣を形成すること

自然とふれあう体験をすること

世代間交流など、いろいろな人とふれあう体験をすること

預かり保育などの子育て支援に取り組むこと

幼稚園や保育所等と小学校と連携すること

保護者同士が子育てについて情報交換しあえるネットワークづくり

保護者の教育力の向上に向けた支援

その他

無回答

74.7

67.4

49.6

29.1

21.5

17.7

12.4

7.8

2.0

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（７）いじめや問題行動などを防止するために必要なこと 

問 13 あなたは、いじめや問題行動などを防止するためにはどのようなことが必要だと
思いますか。（主なもの３つまで○） 

いじめや不登校などの問題を防止するために必要なことについて子どもの年代別でみ

ると、すべての年代で「保護者が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること」

「教職員が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること」の割合が上位２位とな

っており、子どもたちに日々関わっている大人が「いじめは絶対に許さない」といった意

識を持って、注意喚起・指導することが重要であることが伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、いじめや問題行動などを防止するために必要なこと 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

保
護
者
が
子
ど
も
を
注
意
深
く
観
察

し
、
状
況
を
把
握
し
指
導
す
る
こ
と 

教
職
員
が
子
ど
も
を
注
意
深
く
観
察

し
、
状
況
を
把
握
し
指
導
す
る
こ
と 

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る 

な
ど
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
こ
と 

学
校
や
家
庭
に
お
い
て
情
報
モ
ラ
ル 

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と 

学
校
に
お
い
て
人
権
教
育
や
道
徳 

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と 

専
門
の
相
談
員
（
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
に
、
い
つ
で
も
悩
み
を
相
談

で
き
る
こ
と 

市
や
教
育
委
員
会
が
い
じ
め
防
止
の
啓

発
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と 学
校
と
警
察
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

（
児
童
相
談
所
）
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  75.3  60.3  28.5  36.4  26.1  29.3  8.2  20.7  4.9  － 

小学生 410  76.6  70.0  21.2  37.8  23.4  22.2  9.3  16.6  2.9  0.5  

中学生 190  80.5  65.3  19.5  39.5  13.7  29.5  8.4  16.8  5.8  － 

高校生 187  72.7  59.9  20.9  41.2  15.5  29.9  10.7  18.2  5.3  0.5  

その他 7  71.4  42.9  42.9  42.9  14.3  28.6  14.3  14.3  － － 

N = 1,164 ％

保護者が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること

教職員が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること

学校や家庭において情報モラル教育の充実を図ること

専門の相談員（スクール・カウンセラー）に、いつでも悩みを相談できること

地域全体で子どもたちを見守るなど、地域の教育力を高めること

学校において人権教育や道徳教育の充実を図ること

学校と警察や子ども家庭センター（児童相談所）などの関係機関との連携を強化すること

市や教育委員会がいじめ防止の啓発活動などに積極的に取り組むこと

その他

無回答

76.1

64.3

38.1

27.0

23.5

21.3

18.2

9.0

4.4

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（８）特別支援教育の充実のために必要な取り組み 

問 14 あなたは、特別支援教育の充実のためにどのような取組が必要だと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

特別支援教育の充実のために必要な取り組みについて子どもの年代別でみると、すべて

の年代で「子どもの個性や特性に応じた相談体制の充実」の割合が高くなっているほか、

就学前の子どもでは「乳幼児期からの相談支援体制の整備」の割合が高く、なるべく早い

時期からの支援体制を取ることが求められています。 

また、すべての年代で「障害に対する理解を深めるための学習の充実」の割合が高く、

インクルーシブ教育の重要性が伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、特別支援教育の充実のために必要な取り組み 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
共
に 

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
の
場 

と
機
会
の
確
保 

乳
幼
児
期
か
ら
の
相
談
支
援 

体
制
の
整
備 

子
ど
も
の
個
性
や
特
性
に 

応
じ
た
相
談
体
制
の
充
実 

教
職
員
の
専
門
性
の
向
上 

学
校
環
境
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル 

デ
ザ
イ
ン
化 

障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る 

た
め
の
学
習
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  44.8  55.7  69.6  34.8  22.6  49.5  1.1  0.3  

小学生 410  50.7  44.9  60.2  42.0  21.2  46.6  2.7  0.5  

中学生 190  46.3  39.5  64.2  39.5  21.6  52.1  1.1  1.1  

高校生 187  48.7  41.2  60.4  38.0  24.1  48.1  4.3  － 

その他 7  71.4  57.1  85.7  14.3  － 28.6  － － 

N = 1,164 ％

子どもの個性や特性に応じた相談体制の充実

障害に対する理解を深めるための学習の充実

すべての子どもたちが共に学ぶことができる教育の場と機会の確保

乳幼児期からの相談支援体制の整備

教職員の専門性の向上

学校環境のユニバーサルデザイン化

その他

無回答

64.0

48.5

47.9

46.9

38.4

22.2

2.1

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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（９）学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 

問 15 学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていくことが求められま
すが、その上で、大切なことは何だと思いますか。（主なもの３つまで○） 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なことについて子どもの年代別でみ

ると、すべての年代で「それぞれの情報を共有すること」の割合が群を抜いて高くなって

おり、次いで「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」となっていることから、学校・

家庭・地域の現状や課題といった情報を共有する体制の整備とともに、学校・家庭・地域

をつなぐコーディネーター的な役割を担う人材の育成が重要であると考えられます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、特別支援教育の充実のために必要な取り組み 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と 

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
す

る
こ
と 

定
期
的
に
話
し
合
う
場
を
設

け
る
こ
と 

学
校
・
家
庭
・
地
域
を
つ
な
ぐ

人
が
い
る
こ
と 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推

進
す
る
こ
と 

地
域
の
人
々
が
子
ど
も
の
学

習
支
援
や
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
行
う
こ
と 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
す
る

こ
と 

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
学

校
や
関
係
機
関
等
と
協
力
し

て
行
う
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  33.7  80.2  29.9  48.6  14.4  21.7  0.8  20.4  1.6  1.1  

小学生 410  37.6  76.8  28.0  40.0  15.9  19.3  1.5  15.6  1.5  1.0  

中学生 190  35.3  75.3  27.4  39.5  13.7  22.1  1.6  21.6  1.6  － 

高校生 187  28.3  74.9  27.3  39.6  16.6  23.5  3.2  20.3  3.2  0.5  

その他 7  － 100.0  14.3  57.1  28.6  57.1  － 14.3  － － 

N = 1,164 ％

それぞれの情報を共有すること

学校・家庭・地域をつなぐ人がいること

それぞれの役割分担を明らかにすること

定期的に話し合う場を設けること

地域の人々が子どもの学習支援や子どもたちとの交流を行うこと

地域でのイベント等を学校や関係機関等と協力して行うこと

コミュニティ・スクール推進すること

ＰＴＡ活動を活性化すること

その他

無回答

77.5

42.7

34.3

28.3

21.4

18.8

15.2

1.5

1.8

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（10）小学校・中学校の再編を進める上での必要な配慮 

問 16 三田市では各学校の児童生徒数の減少による小規模化が課題となっており、子ど
もの教育環境を保障するため、今後、三田市立小中学校の再編を進めていく上
で、市はどのような取組に配慮していくことが望ましいと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

小学校・中学校の小規模化の課題を解決するため、今後学校再編を進めていく上での必

要な配慮について子どもの年代別でみると、すべての年代で「通学の安全・通学手段の確

保」「余裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置」の割合が上位２位となっており、

通学距離が長くなることに伴う安全への配慮、児童生徒数にあわせた適切な教員配置が学

校再編を進めていく上で特に配慮していく必要があると考えられます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○子どもの年代別にみた、小学校・中学校の小規模化についての考え 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
習
指
導
の
充
実 

子
ど
も
た
ち
の
部
活
動
や
体
験 

学
習
な
ど
の
課
外
活
動
の
充
実 

教
育
環
境
の
変
化
に
よ
り
配
慮
が 

必
要
と
な
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応 

通
学
の
安
全
・
通
学
手
段
の
確
保 

学
校
と
地
域
と
が
協
働
し
て 

学
校
運
営
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り 

余
裕
を
も
っ
て
子
ど
も
に
教
育 

指
導
が
で
き
る
職
員
配
置 

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ
と 

幼
稚
園
な
ど
就
学
前
教
育
と
の 

連
携 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
学
校
施
設
の

充
実 

特
色
あ
る
教
育
の
推
進 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  42.4  32.1  29.6  59.0  13.0  60.9  8.4  14.1  3.0  9.5  3.8  0.8  

小学生 410  48.0  31.5  27.1  56.3  12.0  53.9  15.9  5.6  3.7  10.2  4.1  0.7  

中学生 190  45.8  34.2  34.2  53.2  11.6  56.8  15.8  0.5  3.2  8.4  2.6  0.5  

高校生 187  45.5  25.7  33.2  62.6  10.7  50.3  13.4  6.4  2.1  7.0  4.3  0.5  

その他 7  42.9  71.4  14.3  71.4  14.3  － 14.3  14.3  － 14.3  － － 

N = 1,164 ％

通学の安全・通学手段の確保

余裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置

学習指導の充実

子どもたちの部活動や体験学習などの課外活動の充実

教育環境の変化により配慮が必要となる児童生徒への対応

小中一貫教育を推進すること

学校と地域とが協働して学校運営を行う仕組みづくり

特色ある教育の推進

幼稚園など就学前教育との連携

バリアフリーなど学校施設の充実

その他

無回答

57.8

55.6

45.4

31.4

29.9

13.1

12.1

9.3

7.6

3.2

3.8

0.7
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（11）新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 

問 17 新型コロナウイルス感染症の流行に際し、三田市の子どもたちの教育について不
安に感じていることは何ですか。（主なもの３つまで○） 

新型コロナウイルス感染症による教育についての不安について子どもの年代別でみる

と、年代に関わらず「学習保障に関すること」が最も高く、また「運動不足・体力の低下

など健康保持に関すること」「対面によるコミュニケーション不足に関すること」「生活習

慣のみだれに関すること」といった、休校が続いたことによる不安が挙げられています。 
 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
習
保
障
に
関
す
る
こ
と 

心
の
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と 

対
面
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
不
足
に
関
す
る
こ
と 

運
動
不
足
・
体
力
の
低
下
な
ど 

健
康
保
持
に
関
す
る
こ
と 

生
活
習
慣
の
み
だ
れ
に 

関
す
る
こ
と 

学
校
行
事
に
関
す
る
こ
と 

部
活
動
に
関
す
る
こ
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
・
オ
ン
ラ
イ
ン 

指
導
に
関
す
る
こ
と 

学
校
で
の
感
染
症
対
策
に 

関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  47.3  25.3  43.8  45.7  25.8  38.0  2.7  21.7  18.5  1.6  1.9  

小学生 410  59.5  18.8  30.7  47.1  23.7  31.2  4.4  29.0  14.9  3.4  1.2  

中学生 190  60.0  16.3  27.9  31.6  35.8  33.7  10.5  29.5  11.1  4.2  1.1  

高校生 187  48.7  17.6  35.3  29.9  33.2  33.7  14.4  24.6  16.6  4.3  0.5  

その他 7  42.9  57.1  28.6  85.7  42.9  － － 28.6  14.3  － － 

N = 1,164 ％

学習保障に関すること

運動不足・体力の低下など健康保持に関すること

対面によるコミュニケーション不足に関すること

学校行事に関すること

生活習慣のみだれに関すること

ICT 環境整備・オンライン指導に関すること

心のケアに関すること

学校での感染症対策に関すること

部活動に関すること

その他

無回答

53.9

41.6

35.1

34.0

28.0

26.1

20.4

15.6

6.4

3.1

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70
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３ 家庭、地域での子育てについて 

（１）地域行事への参加 

問 18 地域の行事にお子さんと一緒に参加していますか。（１つに○） 

地域行事への参加については、「よく参加している」と「時々参加している」をあわせ

た“参加している”の割合が 52.8％、「あまり参加していない」と「全く参加していない」

をあわせた“参加していない”の割合が 46.6％となっています。 

子どもの年代別でみると「全く参加していない」人は、高校生で多いものの、就学前の

子どもでも約２割にのぼっており、地域とのつながりを持てない、持たない人が多いこと

が伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、地域行事への参加 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

よ
く
参
加
し
て
い
る 

時
々
参
加
し
て
い
る 

あ
ま
り
参
加 

し
て
い
な
い 

全
く
参
加
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

就学前の子ども 368  12.8  42.1  24.2  20.7  0.3  

小学生 410  13.7  46.1  28.5  10.5  1.2  

中学生 190  13.2  40.5  31.6  14.2  0.5  

高校生 187  5.3  28.3  34.2  32.1  － 

その他 7  － 28.6  － 71.4  － 

N = 1,164 ％

よく参加している

時々参加している

あまり参加していない

全く参加していない

無回答

11.9

40.9

28.4

18.2

0.6

0 10 20 30 40 50
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（２）地域で子どもたちの教育に関わってくれる人は多いか 

問 19 地域には、ボランティアで学校を支援するなど、子どもたちの教育に関わってく
れる人が多いと思いますか。（１つに○） 

地域で子どもたちの教育に関わってくれる人は多いかについては、「そう思う」と「ど

ちらかといえば、そう思う」をあわせた“多いと思う”の割合が 68.6％、「どちらかとい

えば、そう思わない」と「そう思わない」をあわせた“多いとは思わない”の割合が 30.1％

となっています。 

子どもの年代別でみると、特に小学校においては、約８割が“多いと思う”と回答して

おり、地域と学校のつながりが強いことが伺えます。 
 

○全体集計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、地域で子どもたちの教育に関わってくれる人は多いか 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

就学前の子ども 368  10.9  43.2  30.2  13.0  2.7  

小学生 410  21.5  57.1  14.6  5.9  1.0  

中学生 190  17.4  55.8  18.4  7.9  0.5  

高校生 187  17.6  54.0  17.6  10.2  0.5  

その他 7  － 57.1  28.6  14.3  － 

N = 1,164 ％

そう思う

どちらかといえば、そう思う

どちらかといえば、そう思わない

そう思わない

無回答

16.7

51.9

20.8

9.3

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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（３）子育てで大切にしていること 

問 20 あなたが子育てで大切にしていることはどんなことですか。 
（主なもの３つまで○） 

子育てで大切にしていることについて子どもの年代別でみると、「子どもとコミュニケ

ーションをたくさんとること」の割合がすべての年代で最も高く、次に中学生以上では「子

どもの自立性を大切にすること」、小学生以下では「子どもの興味関心を広げること」と

なっており、中学生以上では自分の目標に向かって活動すること、小学生以下ではさまざ

まな可能性を見い出すことが大切にされています。 

○全体集計  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子どもの年代別にみた、子育てで大切にしていること 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と 

子
ど
も
の
自
立
性
を
大
切
に 

す
る
こ
と 

規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ
る 

こ
と 

社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と 

で
き
る
だ
け
外
遊
び
を 

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

自
然
に
触
れ
る
機
会
を 

つ
く
る
こ
と 

い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
す
る 

機
会
を
つ
く
る
こ
と 

子
ど
も
の
興
味
関
心
を 

広
げ
る
こ
と 

家
庭
で
基
礎
的
な
学
習
を 

行
う
こ
と 

自
分
自
身
が
子
育
て
を 

楽
し
む
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

就学前の子ども 368  72.6  31.5  30.2  22.6  15.2  23.6  19.0  54.3  6.5  16.3  1.4  0.3  

小学生 410  61.2  37.8  38.0  34.1  9.0  13.9  12.9  50.2  12.4  14.9  0.5  0.7  

中学生 190  67.9  43.7  39.5  38.9  8.4  8.9  14.7  40.5  9.5  14.7  1.1  － 

高校生 187  66.3  45.5  32.1  38.0  4.3  7.5  19.8  37.4  7.5  15.0  3.7  － 

その他 7  85.7  57.1  42.9  71.4  － 14.3  － 14.3  － 14.3  － － 

N = 1,164 ％

子どもとコミュニケーションをたくさんとること

子どもの興味関心を広げること

子どもの自立性を大切にすること

規則正しい生活をさせること

社会性を身につけること

いろいろな人と接する機会をつくること

自分自身が子育てを楽しむこと

自然に触れる機会をつくること

できるだけ外遊びをさせるようにすること

家庭で基礎的な学習を行うこと

その他

無回答

66.8

47.7

38.1

34.8

32.1

16.2

15.3

15.2

10.1

9.2

1.4

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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Ⅲ 教職員アンケート調査 

１ 回答者の基本属性 

 

問１ あなたの勤務先はどちらですか。（１つに○） 

 

①勤務先 

勤務先については、「小学校」の

割合が 63.6％と最も高く、次いで

「中学校」の割合が 29.0％となっ

ています。 

 

※特別支援学校については、小学部は「小学校」に、中学部・高等部は「中学校」に含まれています。 

 

 

問２ あなたの職種を教えてください。（１つに○） 

 

②職種 

職種については、「管理職」の割

合が 8.0％、「管理職以外」の割合

が 90.7％となっています。 

 

 

N = 813 ％

管理職

管理職以外

無回答

8.0

90.7

1.4

0 20 40 60 80 100

N = 813 ％

幼稚園

小学校

中学校

無回答

5.9

63.6

29.0

1.5

0 20 40 60 80
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問３ あなたの経験年数を教えてください。（１つに○） 

 

③経験年数 

経験年数については、「５年未満」

と「５～９年」をあわせた“10年

未満”の割合が３割を超えており、

若手職員が多い反面、その指導者

となる 10～19 年の職員が少ない

ことが伺えます。そのため、経験を

積んだ教職員の育成が今後の課題

と考えられます。 

 

 

 

問４ あなたが勤務している学校園はどの地域ですか。（１つに○） 

 

④勤務している学校区 

中学校区ごとの教職員の配置の

状況は右グラフのとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※特別支援学校については、富士中学校区に含まれています。 

 

 

N = 813 ％

10年未満

10～19年

20～29年

30年以上

無回答

33.8

18.7

24.6

21.6

1.2

0 10 20 30 40

N = 813 ％

長坂中学校区

上野台中学校区

狭間中学校区

八景中学校区

けやき台中学校区

藍中学校区

富士中学校区

ゆりのき台中学校区

無回答

7.6

9.8

10.7

18.7

13.5

7.6

11.9

18.5

1.6

0 5 10 15 20 25

内訳 ５年未満：20.3％ 
    ５ ～ ９ 年：13.5％ 
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２ 教職員の勤務環境の状況 

（１）多忙な業務 

問５ あなたはご自身の職務について、「現在の状況」として、どの業務が多忙ですか。 
また、「今後の重要度」について、あなたの考えに最も近いものを、それぞれ１つ
ずつ選んで〇をつけてください。「該当なし」の場合は「０」に〇をつけてください。 

①現在の状況 

多忙な業務を５段階で評価し、“多忙でない”（「１」と「２」の合計）と“多忙である”
（「４」と「５」の合計）をみると、『①保育・授業の準備』『②学習評価や成績処理、保育
の評価・記録』『③学校園行事の準備・運営』『⑤支援が必要な園児・児童生徒・家庭への
対応』といった教職員としての本来の業務で“多忙である”の割合が高く、約６割を占め
ています。また、『⑫放課後から夜間などにおける見回り、児童生徒が補導された時の対
応』『⑭地域ボランティアとの連絡調整』では“多忙でない”の割合が、“多忙である”の
割合よりも高くなっています。 
 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 813

①保育・授業の準備

②学習評価や成績処理、保育の評価・記録

③学校園行事の準備・運営

④進路指導

⑤支援が必要な園児・児童生徒・家庭への
対応

⑥給食時の対応

⑦調査・統計等への回答等

⑧児童・生徒の休み時間における対応

⑨園内・校内清掃（環境整備）

⑩部活動

⑪通園・登下校に関する対応

⑫放課後から夜間などにおける見回り、
   児童生徒が補導された時の対応

⑬学校園徴収金の徴収・管理

⑭地域ボランティアとの連絡調整

18.2

23.9

10.2

49.1

12.8

9.3

14.3

13.8

4.7

69.5

17.8

40.3

33.2

38.7

2.6

1.0

3.7

7.9

3.1

5.4

5.2

3.9

5.3

2.7

10.3

15.0

9.0

10.6

4.2

2.3

4.2

6.3

4.3

9.7

7.5

8.0

9.5

2.2

13.3

10.2

7.9

11.8

13.9

12.8

18.7

20.5

21.4

31.9

28.3

30.6

43.2

5.9

33.1

21.9

20.9

23.2

28.4

26.9

33.2

8.2

31.1

26.7

27.2

26.3

23.9

8.0

18.9

7.7

15.9

11.1

30.8

31.1

28.5

5.8

25.7

15.4

15.9

15.6

12.2

9.3

4.8

3.1

11.8

2.8

2.0

2.0

1.5

2.2

1.6

1.6

1.7

1.7

1.4

2.3

1.7

1.7

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多忙でない 多忙である 

該当しない 1 2 3 4 5 無回答該当しない

1



 

 

27 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

②今後の重要度 

職務の重要度を５段階で評価し、“重要でない”（「１」と「２」の合計）と“重要”（「４」

と「５」の合計）の割合をみると、『①保育・授業の準備』『②学習評価や成績処理、保育

の評価・記録』『③学校園行事の準備・運営』『⑤支援が必要な園児・児童生徒・家庭への

対応』といった多忙な業務で“重要”の割合が高く、約７割となっています。 

 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 813

①保育・授業の準備

②学習評価や成績処理、保育の評価・記録

③学校園行事の準備・運営

④進路指導

⑤支援が必要な園児・児童生徒・家庭への
   対応

⑥給食時の対応

⑦調査・統計等への回答等

⑧児童・生徒の休み時間における対応

⑨園内・校内清掃（環境整備）

⑩部活動

⑪通園・登下校に関する対応

⑫放課後から夜間などにおける見回り、
   児童生徒が補導された時の対応

⑬学校園徴収金の徴収・管理

⑭地域ボランティアとの連絡調整

17.5

22.1

9.5

43.3

11.9

8.0

13.3

12.9

4.7

64.3

16.4

34.1

26.9

29.9

0.7

0.4

1.2

1.4

0.6

2.5

14.1

1.6

3.0

2.3

4.7

5.3

8.6

3.6

0.5

1.0

1.7

1.6

0.9

5.2

17.0

3.6

6.4

3.7

6.9

5.2

8.7

5.9

6.4

7.3

16.2

15.1

8.9

31.7

33.7

24.7

33.1

10.5

36.9

27.3

25.3

27.8

15.3

17.6

27.8

12.8

20.9

23.2

10.8

26.4

26.1

7.3

18.7

13.8

14.4

16.5

55.5

47.5

39.4

21.9

52.9

25.0

7.1

27.2

22.5

7.3

12.7

9.5

11.8

12.4

4.2

4.2

4.2

3.9

3.9

4.4

3.9

3.6

4.3

4.7

3.8

4.9

4.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要でない 重要 

該当しない 1 2 3 4 5 無回答該当しない

1
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３ 教育や学習に関する取組 

（１）三田市の教育の中で充実する必要がある取組 

問６ ①～㉓の三田市の教育の取組の中で、「現在の状況」（できていると感じるもの）
と、今後「充実する必要があるもの」はどれですか。 
あなたの考えに最も近い番号を、それぞれ１つずつ選んで〇をつけてください。 

①現在の状況 

三田市の教育の取組の中で、現在“できていない”（「１」と「２」の合計）と“できて
いる”（「４」と「５」の合計）の割合をみると、『⑫特別支援教育の充実』で“できてい

る”の割合が高く、約６割となっています。一方、『⑲職員が子ども一人一人に向き合う
ための環境整備（勤務時間の適正化等）』では“できていない”の割合が高く、４割半ばと

なっています。 
 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 813

①社会的自立に向けたキャリア教育の推進

②グローバル化に対応した教育の推進

③自立と協同の態度を育む幼児教育の推進

④幼児教育に関する多様なニーズへの対応

⑤主体的に学ぶ子どもの育成

⑥育ちと学びをつなぐ教育の推進

⑦規範意識や道徳性を育む教育の推進

⑧「共生」の心を育む教育の充実

⑨豊かな人間性と社会性を育む体験活動
   の充実

⑩体力向上の取組の充実

⑪食育・健康教育・安全教育の充実

⑫特別支援教育の充実

⑬園児・児童・生徒への支援・相談体制の充実

3.8

3.7

3.6

5.7

0.7

1.2

0.4

0.2

1.1

1.4

0.9

1.6

1.4

16.1

12.2

8.1

10.2

6.6

4.7

3.9

4.7

4.9

10.6

7.3

4.9

4.1

54.2

47.7

53.3

50.7

40.5

43.1

39.1

41.3

40.7

49.2

48.5

32.5

38.0

18.8

27.9

22.1

20.3

39.5

37.4

43.1

40.0

39.0

29.5

33.5

44.2

41.5

2.2

3.8

3.8

2.3

8.1

8.7

9.0

9.0

9.3

5.2

5.4

12.9

10.9

4.8

4.7

9.1

10.8

4.6

4.9

4.6

4.8

4.9

4.2

4.6

3.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できていない できている 

1 2 3 4 5 無回答
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②充実する必要がある取組 

充実する必要がある取組について、“必要がない”（「１」と「２」の合計）と“必要”

（「４」と「５」の合計）の割合をみると、すべての項目で“必要がない”の割合は１割未

満と低く、“必要”の割合が５割を超えています。 

また、『⑰時代の変化に対応した教育環境整備（学校園再編、ＩＣＴ環境の充実等）』、

『⑱学校園施設等の整備・充実、安全体制の確保』、『⑲職員が子ども一人一人に向き合う

ための環境整備（勤務時間の適正化等）』は“できている”の割合が低い一方で、今後充実

が“必要”の割合が高く、「重要であるのにできていない」という結果となっており、今

後、特に重点的に取り組む必要性が高いことが伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要がない 必要 

N = 813

①社会的自立に向けたキャリア教育の推進

②グローバル化に対応した教育の推進

③自立と協同の態度を育む幼児教育の推進

④幼児教育に関する多様なニーズへの対応

⑤主体的に学ぶ子どもの育成

⑥育ちと学びをつなぐ教育の推進

⑦規範意識や道徳性を育む教育の推進

⑧「共生」の心を育む教育の充実

⑨豊かな人間性と社会性を育む体験活動
   の充実

⑩体力向上の取組の充実

⑪食育・健康教育・安全教育の充実

⑫特別支援教育の充実

⑬園児・児童・生徒への支援・相談体制の充実

0.9

0.6

1.6

2.1

0.6

0.7

0.5

0.5

0.2

0.4

0.4

0.2

0.4

1.4

0.5

1.6

1.5

0.1

0.4

0.5

0.4

0.9

1.0

1.7

0.5

0.4

25.0

17.8

31.0

31.4

9.6

22.6

16.2

14.4

22.8

20.3

25.3

10.7

12.8

39.7

37.9

32.2

28.5

29.5

36.0

34.6

32.8

34.8

41.1

39.0

29.0

32.5

28.0

38.4

24.2

26.1

55.5

35.1

43.3

46.9

36.2

32.6

28.5

55.5

49.7

5.0

4.8

9.3

10.5

4.7

5.2

4.9

5.0

5.2

4.7

5.0

4.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 2 3 4 5 無回答
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①現在の状況（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 813

⑭教育の機会均等の確保と保護者負担の
   軽減（就学・園援助等）

⑮学校園組織力の向上

⑯職員の資質向上

⑰時代の変化に対応した教育環境整備
   （学校園再編、ICT 環境の充実等）

⑱学校園施設等の整備・充実、安全体制の
   確保

⑲職員が子ども一人一人に向き合うための
   環境整備（勤務時間の適正化等）

⑳学校・家庭・地域の連携と協働による育成
   活動の推進

㉑家庭・地域の教育支援

㉒学習成果を活かす仕組みづくりの推進

㉓多様な学習資源の活用

1.1

1.8

0.9

12.5

7.9

17.1

1.4

1.7

2.5

2.3

5.9

7.9

7.3

25.3

21.8

28.3

6.9

10.2

11.4

14.9

51.0

37.1

38.5

38.6

40.3

31.1

52.6

59.9

58.5

53.5

31.5

43.7

44.5

17.0

21.9

16.7

31.0

21.5

21.0

22.4

6.2

6.2

5.2

3.1

4.8

3.2

4.4

2.6

2.2

2.7

4.3

3.3

3.7

3.4

3.3

3.6

3.7

4.1

4.3

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できていない できている 

1 2 3 4 5 無回答
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②充実する必要がある取組（つづき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N = 813

⑭教育の機会均等の確保と保護者負担の
   軽減（就学・園援助等）

⑮学校園組織力の向上

⑯職員の資質向上

⑰時代の変化に対応した教育環境整備
   （学校園再編、ICT 環境の充実等）

⑱学校園施設等の整備・充実、安全体制の
   確保

⑲職員が子ども一人一人に向き合うための
   環境整備（勤務時間の適正化等）

⑳学校・家庭・地域の連携と協働による育成
   活動の推進

㉑家庭・地域の教育支援

㉒学習成果を活かす仕組みづくりの推進

㉓多様な学習資源の活用

0.6

0.4

0.4

0.1

0.1

0.1

0.7

0.9

0.5

0.5

0.5

0.2

0.2

2.1

2.3

1.1

0.7

24.5

13.2

11.4

9.0

10.5

6.4

31.9

34.9

30.3

27.9

35.8

36.9

32.7

26.4

30.3

24.5

37.6

36.8

38.3

41.0

34.2

45.1

51.5

60.3

55.5

65.3

23.4

20.5

25.3

24.8

4.4

4.2

3.9

3.9

3.7

3.7

4.3

4.6

4.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要がない 必要 

1 2 3 4 5 無回答
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（２）学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 

問７ 学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていくことが求められま
すが、その上で、大切なことは何だと思いますか。（主なもの３つまで○） 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なことについて勤務先別にみると、

すべての勤務先で保護者と同様「それぞれの情報を共有すること」の割合が最も高くなっ

ているほか、幼稚園、小学校では「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」が２位とな

っており、連携をコーディネートする人が求められています。また、小学校、中学校では

「それぞれの役割分担を明らかにすること」の割合が高く、地域や家庭での役割の明確化

が求められています。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○勤務先別にみた、学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を 

明
ら
か
に
す
る
こ
と 

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
す
る 

こ
と 

定
期
的
に
話
し
合
う
場
を 

設
け
る
こ
と 

学
校
・
家
庭
・
地
域
を
つ
な
ぐ 

人
が
い
る
こ
と 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を 

推
進
す
る
こ
と 

地
域
の
人
々
が
子
ど
も
の
学
習 

支
援
や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流 

を
行
う
こ
と 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と 

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
学
校
や 

関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
行
う 

こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

幼稚園 48  20.8  97.9  31.3  58.3  14.6  29.2  － 8.3  － － 

小学校 517  51.5  81.4  35.6  51.8  12.8  22.8  1.5  7.5  1.5  1.2  

中学校 236  55.1  73.7  27.5  41.1  11.0  27.5  5.1  11.0  0.4  0.8  

 

  

N = 813 ％

それぞれの情報を共有すること

それぞれの役割分担を明らかにすること

学校・家庭・地域をつなぐ人がいること

定期的に話し合う場を設けること

地域の人々が子どもの学習支援や子どもたちとの交流を行うこと

コミュニティ・スクールを推進すること

地域でのイベント等を学校や関係機関等と協力して行うこと

ＰＴＡ活動を活性化すること

その他

無回答

79.7

50.8

48.8

32.8

24.5

12.3

8.5

2.5

1.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（３）小学校・中学校の再編を進める上での必要な配慮 

問８ 三田市では各学校の児童生徒数の減少による小規模化が課題となっており、子ど
もの教育環境を保障するため、今後、三田市立小中学校の再編を進めていく上
で、市はどのような取組に配慮していくことが望ましいと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

小学校・中学校の小規模化の課題を解決するため、今後学校再編を進めていく上での必

要な配慮について、勤務先別にみるとすべての勤務先で「余裕をもって子どもに教育指導

ができる職員配置」の割合が最も高く、次いで小学校では「教育環境の変化により配慮が

必要となる児童生徒への対応」、中学校では「通学の安全・通学手段の確保」の割合が高

くなっており、学校再編を進めていく上で、特に配慮していく必要があると考えられます。 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
○勤務先別にみた、小学校・中学校の小規模化において必要な配慮 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
習
指
導
の
充
実 

子
ど
も
た
ち
の
部
活
動
や
体
験 

学
習
な
ど
の
課
外
活
動
の
充
実 

教
育
環
境
の
変
化
に
よ
り
配
慮
が

必
要
と
な
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応 

通
学
の
安
全
・
通
学
手
段
の
確
保 

学
校
と
地
域
と
が
協
働
し
て
学
校 

運
営
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り 

余
裕
を
も
っ
て
子
ど
も
に
教
育 

指
導
が
で
き
る
職
員
配
置 

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
こ
と 

幼
稚
園
な
ど
就
学
前
教
育
と
の 

連
携 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
学
校
施
設
の

充
実 

特
色
あ
る
教
育
の
推
進 

そ
の
他 

無
回
答 

幼稚園 48  16.7  18.8  31.3  43.8  18.8  64.6  2.1  58.3  6.3  10.4  － 2.1  

小学校 517  36.2  14.7  49.1  41.0  13.7  78.3  9.7  6.2  16.1  6.4  2.3  1.4  

中学校 236  34.7  26.7  33.1  50.8  9.3  80.1  10.2  1.7  15.7  7.2  2.5  0.4  

  

N = 813 ％

余裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置

通学の安全・通学手段の確保

教育環境の変化により配慮が必要となる児童生徒への対応

学習指導の充実

子どもたちの部活動や体験学習などの課外活動の充実

バリアフリーなど学校施設の充実

学校と地域とが協働して学校運営を行う仕組みづくり

小中一貫教育を推進すること

幼稚園など就学前教育との連携

特色ある教育の推進

その他

無回答

78.2

43.9

43.1

34.7

18.2

15.5

12.8

9.3

7.9

6.8

2.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（４）新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 

問９ 新型コロナウイルス感染症の流行に際し、三田市の子どもたちの教育について 
不安に感じていることは何ですか。（主なもの３つまで○） 

新型コロナウイルス感染症による教育についての不安について勤務先別にみると、幼稚

園では「学校園での感染症対策に関すること」の割合が高く、ふれあいの多い幼稚園での

感染が不安視されています。また、小学校、中学校では「学習保障に関すること」や「対

面によるコミュニケーション不足に関すること」の割合が高く、学習の遅れや教師と子ど

もとのふれあいの減少が懸念されています。また、「心のケアに関すること」や「運動不

足・体力の低下など健康保持に関すること」を不安視する割合が、年齢が低くなるにつれ

高くなる傾向が伺えます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○勤務先別にみた、新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

学
習
保
障
に
関
す
る
こ
と 

心
の
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と 

対
面
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

シ
ョ
ン
不
足
に
関
す
る
こ
と 

運
動
不
足
・
体
力
の
低
下
な
ど 

健
康
保
持
に
関
す
る
こ
と 

生
活
習
慣
の
み
だ
れ
に
関
す
る 

こ
と 

学
校
園
行
事
に
関
す
る
こ
と 

部
活
動
に
関
す
る
こ
と 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
・
オ
ン
ラ
イ
ン 

指
導
に
関
す
る
こ
と 

学
校
園
で
の
感
染
症
対
策
に 

関
す
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

幼稚園 48  33.3  39.6  33.3  37.5  6.3  39.6  － 16.7  41.7  － 2.1  

小学校 517  46.6  36.2  41.0  34.6  38.1  23.6  0.6  29.0  26.5  1.4  1.0  

中学校 236  33.9  33.9  35.6  23.3  35.2  24.6  16.9  34.3  25.8  1.3  0.8  

  

N = 813 ％

学習保障に関すること

対面によるコミュニケーション不足に関すること

心のケアに関すること

生活習慣のみだれに関すること

運動不足・体力の低下など健康保持に関すること

ICT 環境整備・オンライン指導に関すること

学校園での感染症対策に関すること

学校園行事に関すること

部活動に関すること

その他

無回答

42.2

38.9

35.5

35.2

31.4

30.0

27.3

24.7

5.4

1.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60
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Ⅳ 共通集計 

（１）学校・家庭・地域が相互の連携・協力において大切なこと 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力を深め、子育てしていくことが求められますが、
その上で、大切なことは何だと思いますか。（主なもの３つまで○） 
（市民：問 15、教職員：問７） 

市民と教職員を比較すると、教職員に比べ、市民で「地域でのイベント等を学校や関係

機関等と協力して行うこと」の割合が高くなっています。また、市民に比べ、教職員で「そ

れぞれの役割分担を明らかにすること」「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」の割

合が高くなっており、学校・家庭・地域をつなぐコーディネーター的な役割を担う人材の

育成が重要であると考えられます。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

それぞれの役割分担を明らかにすること

それぞれの情報を共有すること

定期的に話し合う場を設けること

学校・家庭・地域をつなぐ人がいること

コミュニティ・スクールを推進すること

地域の人々が子どもの学習支援や子どもたちとの交流を行うこと

ＰＴＡ活動を活性化すること

地域でのイベント等を学校や関係機関等と協力して行うこと

その他

無回答

34.3

77.5

28.3

42.7

15.2

21.4

1.5

18.8

1.8

0.8

50.8

79.7

32.8

48.8

12.3

24.5

2.5

8.5

1.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

市民 （N = 1,164）

教職員（N = 813）
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（２）小学校・中学校の小規模化において必要な配慮 

三田市では各学校の児童生徒数の減少による小規模化が課題となっており、子どもの教
育環境を保障するため、今後、三田市立小中学校の再編を進めていく上で、市はどのよ
うな取組に配慮していくことが望ましいと思いますか。（主なもの３つまで○） 
（市民：問 16、教職員：問８） 

市民と教職員を比較すると、教職員に比べ、市民で「学習指導の充実」「子どもたちの

部活動や体験学習などの課外活動の充実」「通学の安全・通学手段の確保」の割合が高く

なっています。また、市民に比べ、教職員で「教育環境の変化により配慮が必要となる児

童生徒への対応」「余裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置」「バリアフリーなど

学校施設の充実」の割合が高くなっています。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

％

学習指導の充実

子どもたちの部活動や体験学習などの課外活動の充実

教育環境の変化により配慮が必要となる児童生徒への対応

通学の安全・通学手段の確保

学校と地域とが協働して学校運営を行う仕組みづくり

余裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置

小中一貫教育を推進すること

幼稚園など就学前教育との連携

バリアフリーなど学校施設の充実

特色ある教育の推進

その他

無回答

45.4

31.4

29.9

57.8

12.1

55.6

13.1

7.6

3.2

9.3

3.8

0.7

34.7

18.2

43.1

43.9

12.8

78.2

9.3

7.9

15.5

6.8

2.2

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

市民 （N = 1,164）

教職員（N = 813）
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（３）新型コロナウイルス感染症による教育についての不安 

新型コロナウイルス感染症の流行に際し、三田市の子どもたちの教育について不安に感
じていることは何ですか。（主なもの３つまで○） 
（市民：問 17、教職員：問９） 

市民、教職員ともに「学習保障に関すること」を最も不安視しています。 

市民と教職員を比較すると、教職員に比べ、市民で「学習保障に関すること」「運動不

足・体力の低下など健康保持に関すること」「学校園行事に関すること」の割合が高くな

っています。また、市民に比べ、教職員で「心のケアに関すること」「生活習慣のみだれに

関すること」「学校園での感染症対策に関すること」の割合が高くなっています。 

 

○全体集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

学習保障に関すること

心のケアに関すること

対面によるコミュニケーション不足に関すること

運動不足・体力の低下など健康保持に関すること

生活習慣のみだれに関すること

学校行事に関すること

部活動に関すること

ICT 環境整備・オンライン指導に関すること

学校での感染症対策に関すること

その他

無回答

53.9

20.4

35.1

41.6

28.0

34.0

6.4

26.1

15.6

3.1

1.3

42.2

35.5

38.9

31.4

35.2

24.7

5.4

30.0

27.3

1.2

1.1

0 10 20 30 40 50 60

市民 （N = 1,164）

教職員（N = 813）
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Ⅴ 小学５年生・中学２年生調査 

（１）自分の長所 

問１ あなたは自分に良いところがあると思いますか 

自分の長所については、「当てはまらない」と「どちらかといえば、当てはまらない」を

あわせた“当てはまらない”の割合が 12.7％、「どちらかといえば、当てはまる」と「当

てはまる」をあわせた“当てはまる”の割合が 68.2％となっています。 

学年別にみると、小学生に比べ、中学生で“当てはまらない”の割合が高くなっていま

す。 

 

○全体・学年別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わからない

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

無回答

19.1

4.3

8.4

38.7

29.5

0.1

21.5

3.3

5.2

34.6

35.3

0.1

16.3

5.5

12.0

43.4

22.9

0.0

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （N = 1,852）

小学生（N = 992）

中学生（N = 860）
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（２）信頼できる友だちの有無 

問２ あなたには信頼できる友だちがいますか 

信頼できる友だちの有無については、「当てはまらない」と「どちらかといえば、当て

はまらない」をあわせた“当てはまらない”の割合が 2.9％、「どちらかといえば、当ては

まる」と「当てはまる」をあわせた“当てはまる”の割合が 94.1％となっています。 

学年別にみると、大きな差異はみられません。 

 

○全体・学年別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わからない

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

無回答

2.9

1.1

1.8

15.3

78.8

0.0

2.8

1.1

1.5

11.3

83.3

0.0

3.0

1.2

2.2

20.0

73.6

0.0

0 20 40 60 80 100

全 体 （N = 1,852）

小学生（N = 992）

中学生（N = 860）
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（３）家族とよく話すか 

問３ あなたは家族とよく話をしますか 

家族とよく話すかについては、「当てはまらない」と「どちらかといえば、当てはまら

ない」をあわせた“当てはまらない”の割合が 5.5％、「どちらかといえば、当てはまる」

と「当てはまる」をあわせた“当てはまる”の割合が 93.4％となっています。 

学年別にみると、大きな差異はみられません。 

 

○全体・学年別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わからない

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

無回答

1.0

1.2

4.3

20.7

72.7

0.1

0.9

1.1

3.2

15.1

79.5

0.1

1.2

1.3

5.6

27.2

64.8

0.0

0 20 40 60 80 100

全 体 （N = 1,852）

小学生（N = 992）

中学生（N = 860）
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（４）地域行事やイベントの参加意向 

問４ あなたは地域の行事やイベントに参加したいと思いますか 

地域行事やイベントの参加意向については、「当てはまらない」と「どちらかといえば、

当てはまらない」をあわせた“当てはまらない”の割合が 22.8％、「どちらかといえば、

当てはまる」と「当てはまる」をあわせた“当てはまる”の割合が 70.3％となっています。 

学年別にみると、小学生に比べ、中学生で“当てはまらない”の割合が高くなっていま

す。 

 

○全体・学年別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わからない

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

無回答

6.9

6.8

16.0

38.3

32.0

0.0

8.9

5.1

8.9

35.4

41.7

0.0

4.7

8.7

24.3

41.6

20.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （N = 1,852）

小学生（N = 992）

中学生（N = 860）
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（５）魅力を感じる学校 

問５ あなたは、どのような学校に魅力を感じますか。主なもの３つまで〇をつけてく
ださい。 

魅力を感じる学校については、「わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる

学校」の割合が 48.6％と最も高く、次いで「友だちや仲間と何でもわかりあえる関係がつ

くれる学校」の割合が 37.6％、「いじめや差別のない学校」の割合が 36.6％となっていま

す。 

学年別にみると、中学生に比べ、小学生で「いじめや差別のない学校」「給食がおいし

い学校」の割合が高くなっています。また、小学生に比べ、中学生で「運動会や音楽会な

どの学校行事が活発な学校」「学校の校舎や教室、学習で使う道具が整っている学校」の

割合が高くなっています。 

 

○全体・学年別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

わかりやすい授業や楽しい授業を受けることができる学校

友だちや仲間と何でもわかりあえる関係がつくれる学校

いじめや差別のない学校

クラブ活動の種類が多く、やってみたいクラブ活動ができる学校

運動会や音楽会などの学校行事が活発な学校

給食がおいしい学校

通学時間が短い学校

英語やプログラミングなどこれから重要となる教育が行われる学校

一人一人が活やくできる場が多くある学校

学校の校舎や教室、学習で使う道具が整っている学校

いろいろな先生に、相談することができる学校

保護者やまわりの大人が自分を見守ってくれている学校

その他

無回答

48.6

37.6

36.6

31.4

27.1

19.9

17.8

14.5

14.5

11.7

8.0

7.6

4.0

3.8

49.6

36.8

39.4

33.3

21.3

22.2

19.6

15.0

15.1

9.3

9.7

9.8

5.2

2.4

47.4

38.6

33.4

29.3

33.7

17.2

15.7

13.8

13.7

14.5

6.2

5.1

2.7

5.3

0 10 20 30 40 50 60

全 体 （N = 1,852）

小学生（N = 992）

中学生（N = 860）
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Ⅵ 前回調査との比較（市民アンケート調査） 

（１）子どもの教育について関心のあること 

問７ 子どもの教育について、関心のあることは何ですか。 
（主なもの３つまで○） 

平成 27 年度調査と同様に「子どもの基礎学力」に対する関心が最も高くなっており、

基礎学力の定着に向けた取組が引き続き求められています。 

前回調査と比較すると、「子どもの道徳心や規範意識」「子どもの基本的な生活習慣」「子

どものいじめや問題行動」「家庭でのしつけ・教育」の割合が減少し、前回調査にはあり

ませんが、「主体的に学ぶ力」が上位にきていることから、子どもの主体性に関心を持っ

ている人が多いことが伺えます。 

○前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 27年度調査では「主体的に学ぶ力」の選択肢はありません。 

 

％

子どもの基礎学力

主体的に学ぶ力

子どもの健康や体力

子どもの道徳心や規範意識

子どもの基本的な生活習慣

子どものいじめや問題行動

教職員の指導力や専門性

家庭でのコミュニケーション

家庭でのしつけ・教育

学校・家庭・地域の連携

学校の施設・設備

地域での子育て・教育

その他

無回答

55.8

47.3

44.7

35.0

23.9

22.6

19.2

14.7

10.8

7.1

6.1

4.4

0.9

0.4

58.3

－

42.0

41.8

37.5

29.3

18.7

17.8

21.2

11.7

2.8

4.7

1.5

1.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和２年度調査（N = 1,164）

平成27年度調査（N = 1,091）
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（２）三田市の子どもたちに望む姿 

問８ あなたは、子どもたちに、どのような子どもになってほしいと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

平成 27 年度調査と同様に「思いやりややさしさを持った子ども」が群を抜いて高くな

っており、心の教育についての取組が引き続き求められています。 

前回調査と比較すると、「自分の意見をはっきりと言える子ども」「努力できる子ども」

「主体的に学ぼうとする子ども」の割合が増加しており、問７で「主体的に学ぶ力」が上

位にきていることから、自ら学び、行動できる子どもになってもらいたいと思う人が多く

なっていることが伺えます。 

○前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

％

思いやりややさしさを持った子ども

ルールやマナーを守る子ども

健康で活発な子ども

向上心やチャレンジ精神のある子ども

自分の意見をはっきりと言える子ども

努力できる子ども

主体的に学ぼうとする子ども

責任感を持った子ども

創造性が豊かな子ども

夢を持っている子ども

リーダーシップのある子ども

ふるさとを愛する子ども

その他

無回答

73.6

41.8

35.2

32.4

26.3

25.9

20.3

12.9

12.7

11.9

0.8

0.6

1.1

0.2

72.2

57.8

30.2

33.1

17.9

19.9

10.1

13.5

11.0

18.9

1.1

5.3

0.9

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和２年度調査（N = 1,164）

平成27年度調査（N = 1,091）
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（３）小・中学校に対しての要望 

問 11 あなたは、学校に対してどのようなことを望みますか。（主なもの３つまで○） 

平成 27年度調査と比較すると、「子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を支援す

ること」「生活習慣や社会規範の手本となり、指導すること」の割合が減少しています。

一方、「社会の要請や時代の変化に柔軟に対応する力を持っていること」「担当教科に関し

て専門的な知識を持っていること」の割合が増加し、平成 27年度調査にはありませんが、

「子どもの個性に応じたきめ細やかな対応をすること」の割合が最も高くなっていること

から、社会や時代の変化に合わせた子ども一人ひとりへの対応が望まれていることが伺え

ます。 

○前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 27 年度調査では「子どもの個性に応じたきめ細やかな対応をすること」「子どもに対する愛情を

持って接すること」「教育に対する責任感を持って接すること」の選択肢はありません。 

 

  

％

子どもの個性に応じたきめ細やかな対応をすること

子どもに対する愛情を持って接すること

教育に対する責任感を持って接すること

どの子どもに対しても公平に接すること

社会の要請や時代の変化に柔軟に対応する力を持っていること

子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を支援すること

子どもや保護者の相談に対して、しっかり話を聞いて的確に助言してくれること

生活習慣や社会規範の手本となり、指導すること

担当教科に関して専門的な知識を持っていること

体育などの基礎的な体づくりを推進すること

その他

無回答

45.3

42.7

33.8

33.5

32.6

29.4

25.6

24.5

11.5

6.9

2.9

0.3

－

－

－

34.3

24.7

42.1

20.9

30.2

6.1

11.5

3.3

0.3

0 10 20 30 40 50 60

令和２年度調査（N = 1,164）

平成27年度調査（N = 1,091）



 

 

46 
 

（４）いじめや問題行動などを防止するために必要なこと 

問 13 あなたは、いじめや問題行動などを防止するためにはどのようなことが必要だと
思いますか。（主なもの３つまで○） 

平成 27 年度調査と比較すると、特に「学校や家庭において情報モラル教育の充実を図

ること」「学校において人権教育や道徳教育の充実を図ること」「学校と警察や子ども家庭

センター（児童相談所）などの関係機関との連携を強化すること」の割合が増加しており、

学校や家庭での教育の充実や相談機関などとの連携が、必要だと思う人が多くなっている

ことが伺えます。 

 

○前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

保護者が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること

教職員が子どもを注意深く観察し、状況を把握し指導すること

学校や家庭において情報モラル教育の充実を図ること

専門の相談員（スクール・カウンセラー）に、いつでも悩みを相談できること

地域全体で子どもたちを見守るなど、地域の教育力を高めること

学校において人権教育や道徳教育の充実を図ること

学校と警察や子ども家庭センター（児童相談所）などの関係機関との連携を強化すること

市や教育委員会がいじめ防止の啓発活動などに積極的に取り組むこと

その他

無回答

76.1

64.3

38.1

27.0

23.5

21.3

18.2

9.0

4.4

0.3

70.7

58.4

21.4

18.5

23.3

9.1

6.7

6.6

3.6

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

令和２年度調査（N = 1,164）

平成27年度調査（N = 1,091）
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（５）特別支援教育の充実のために必要な取り組み 

問 14 あなたは、特別支援教育の充実のためにどのような取組が必要だと思いますか。 
（主なもの３つまで○） 

平成 27 年度調査と比較すると、「子どもの個性や特性に応じた相談体制の充実」「教職

員の専門性の向上」の割合が増加していることから、専門性の高い先生による、子ども一

人ひとりに合わせた相談体制の充実を望む人が多くなっていることが伺えます。 

 

○前回調査との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

子どもの個性や特性に応じた相談体制の充実

障害に対する理解を深めるための学習の充実

すべての子どもたちが共に学ぶことができる教育の場と機会の確保

乳幼児期からの相談支援体制の整備

教職員の専門性の向上

学校環境のユニバーサルデザイン化

その他

無回答

64.0

48.5

47.9

46.9

38.4

22.2

2.1

0.4

46.3

51.6

47.1

43.4

29.9

20.3

2.4

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

令和２年度調査（N = 1,164）

平成27年度調査（N = 1,091）
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Ⅶ 調査結果の概要 

今回実施した「市民アンケート調査」及び「教職員アンケート調査」から、第２期

計画の基本目標に基づき、以下のとおり調査結果の概要を整理しました。 

 

１ 子どもの教育や学習に関する取組 

市民アンケート調査結果では、三田市民の教育についての関心事（P9）は、「子ども

の基礎学力」（55.8％）、「主体的に学ぶ力」（47.3％）、「子どもの健康や体力」（44.7％）

が上位３位となっており、“学力”とともに“自発性”と“健康”があがっています。 

また、子どもたちに望む姿（P10）でも、「思いやりややさしさを持った子ども」

（73.6％）、「ルールやマナーを守る子ども」（41.8％）に続いて「健康で活発な子ども」

（35.2％）となっており、子どもの健康については関心度も高く、要望も高くなってい

ます。 

 

「思いやり、やさしさ」に関しては、現状で三田市の子どもたちに身についている能

力・態度（P12）でも、今後の重要度でも、『⑦道徳心（思いやりの心や善悪の判断など）』

が、『⑨いじめ・暴力行為を許さない心』についで高い割合となっています。このこと

から、三田市の子どもたちに思いやりの心が身についていると同時に、今後も思いやり

の心を持ち続けることが望まれています。 

 

市民調査での小・中学校に対しての要望（P14）では、「子どもの個性に応じたきめ細

やかな対応をすること」（45.3％）、「子どもに対する愛情を持って接すること」（42.7％）、

「教育に対する責任感を持って接すること」（33.8％）が上位３位となっています。ま

た、中学生・高校生を持つ人では「子どもに将来の夢や目標を持たせ、その実現を支援

すること」の割合が高く、子どもの進路への関わりが望まれています。 

いじめや不登校などの問題の防止（P16）では、市民調査では「保護者が子どもを注

意深く観察し、状況を把握し指導すること」（76.1％）、「教職員が子どもを注意深く観

察し、状況を把握し指導すること」（64.3％）、「学校や家庭において情報モラル教育の

充実を図ること」（38.1％）があげられており、家庭と学校が連携していくことが大切

であると考えられます。 

 

就学前教育について（P15）は、市民調査では「あいさつやルールなどの規範意識を

育成すること」（74.7％）、「基本的な生活習慣を形成すること」（67.4％）が上位２位と

なっており、初めての集団生活を送るために必要な態度や、今後の人生の基礎となる基

本的生活習慣等の育成への要望が高くなっています。 
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特別支援教育の充実のために必要な取り組み（P17）については、市民調査では「子ど

もの個性や特性に応じた相談体制の充実」（64.0％）のほか、「障害に対する理解を深める

ための学習の充実」（48.5％）、「すべての子どもたちが共に学ぶことができる教育の場と

機会の確保」（47.9％）といった理解や共生に関する事項が求められており、インクルー

シブ教育の理念に基づき、障害のある子どもとない子どもが、共に学べるよう支援してい

くことが求められています。 

 

 

２ 学びの環境づくり・学校づくりについて 

学校・家庭・地域が相互の連携・協力で大切なこと（P18、P32）について、市民調査、

教職員調査ともに「それぞれの情報を共有すること」（市民 77.5％、教職員 79.7％）、

「学校・家庭・地域をつなぐ人がいること」（市民 42.7％、教職員 48.8％）、「それぞれ

の役割分担を明らかにすること」（市民 34.3％、教職員 50.8％）が上位３位となってお

り、情報共有と学校・家庭・地域をつなぐコーディネーター的な役割を担う人材の育成、

役割の明確化が求められています。 

 

小学校・中学校の再編を進める上での必要な配慮（P19、P33）については、市民調査、

教職員調査ともに「通学の安全・通学手段の確保」（市民 57.8％、教職員 43.9％）、「余

裕をもって子どもに教育指導ができる職員配置」（市民 55.6％、教職員 78.2％）が上位

にあがっており、子どもの安全確保、並びに児童・生徒数にあわせた適切な教員配置が

学校再編を進めていく上で特に配慮していく必要があると考えられます。 

 

教員の業務の中で多忙な業務（P26）として『①保育・授業の準備』（30.8％）、『②学

習評価や成績処理、保育の評価・記録』（31.1％）があげられており、教員の余裕を確

保するための業務改善が必要となっています。 

加えて、教職員調査では、三田市の教育の取組で現在できていないもの（P28）とし

て『⑲職員が子ども一人一人に向き合うための環境整備（勤務時間の適正化等）』が

17.1％を占めています。さらに、充実する必要がある取り組み（P29）としても、『⑲職

員が子ども一人一人に向き合うための環境整備（勤務時間の適正化等）』が 65.3％と高

いことから、勤務時間の適正化が求められていることが伺えます。 

 

新型コロナウイルス感染症による教育についての不安について（P20、P34）は、市民

調査、教職員調査ともに「学習保障に関すること」（市民 53.9％、教職員 42.2％）、「対

面によるコミュニケーション不足に関すること」（市民 35.1％、教職員 38.9％）が上位

となっており、緊急事態宣言に伴う休校による学習の遅れ、教職員と生徒・児童とのコ

ミュニケーション不足が懸念されています。 
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３ まち（地域）全体での子どもの学びと成長の支援について 

市民調査では、地域行事への参加（P21）については、「よく参加している」と「時々

参加している」をあわせた“参加している”が 52.8％、「あまり参加していない」と「全

く参加していない」をあわせた“参加していない”が 46.6％と、参加している人と、

参加していない人の割合が拮抗しています。 

一方、小学５年生・中学２年生調査（P41）では、地域行事に参加したい人が 70.3％

を占めており、子どもたちは大人よりも地域行事への参加意欲が高くなっています。 

 

また、市民調査で、地域で子どもたちの教育に関わってくれる人（P22）が、“多いと

思う”人が 68.6％と多数を占めており、地域ぐるみでの教育力は高いと考えられます。 

しかし、子どもたちを取り巻く環境の変化（P11）では、「減ってきた」ものとして、

『（ウ）地域で活動している人とふれあう機会』（41.7％）、『（エ）子どもと高齢者がふ

れあう機会』（40.5％）が多数となっており、地域での教育力を維持していくことが難

しい現状も伺えます。 

 

市民で子育てで大切にしていること（P23）については、「子どもとコミュニケーショ

ンをたくさんとること」（66.8％）、「子どもの興味関心を広げること」（47.7％）、「子ど

もの自立性を大切にすること」（38.1％）となっています。 

 

４ 子どもたちの思いについて（小学５年生・中学２年生調査） 

自分の長所があると思う子ども（P38）は、全体で 68.2％となっています。しかし、

中学生で“当てはまらない”（長所がない）と感じる子どもが増加しており、成長につ

れ自己肯定感が低くなっている現状も伺えます。 

 

信頼できる友だちの有無（P39）については、“当てはまる”（信頼できる友だちがい

る）が 94.1％、家族とよく話すか（P40）については、“当てはまる”（家族とよく話す）

が 93.4％と、ともに大半を占めています。 

 

子どもたちが魅力を感じる学校（P42）については、「わかりやすい授業や楽しい授業

を受けることができる学校」（48.6％）、「友だちや仲間と何でもわかりあえる関係がつ

くれる学校」（37.6％）、「いじめや差別のない学校」（36.6％）となっています。 
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Ⅷ 自由意見まとめ 

１ 市民アンケート調査 ３２１件（２６０人） 

１．子どもの学び、育ちについて 

（１）社会的自立に向けた教育について ３件 

（２）幼児教育について ４件 

（３）学力について 15件 

（４）体験・交流・心の育成について ８件 

（５）不登校やいじめについて 15件 

（６）体力や健康づくりについて ４件 

（７）支援が必要な子ども・家庭について 12件 

２．教職員、教育環境等について 

（１）教職員について 36件 

 ① 教職員への感謝 (６) 

 ② 教職員の資質向上について (15) 

 ③ 勤務時間の適正化、多忙解消、増員などについて (11) 

 ④ その他 (４) 

（２）学校再編について 56件 

（賛成意見 25件） 

 ① 藍・長坂の再編について (１) 

 ② 機会・経験・教育格差について (４) 

 ③ 校区再編について (１) 

 ④ 財政面について (１) 

 ⑤ 早急に進めるべき (２) 

 ⑥ 通学の配慮について (３) 

 ⑦ 人間関係について (７) 

 ⑧ 部活動について (３) 

 ⑨ その他 (３) 

（反対意見 16件） 

 ① 計画見直しについて (３) 

 ② 少人数教育について (３) 

 ③ 人口増の政策が優先、地域が廃れることについて (３) 

 ④ 通学の負担について (３) 

 ⑤ 幼稚園について (１) 

 ⑥ その他  (３) 

小中一貫校について (３) 

学校選択制について (３) 
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その他 (12) 

（３）通学、安全、安心なまちについて ８件 

（４）学校施設等について ８件 

３．子どもの教育（学校教育）について 

（１）ＩＣＴ、オンライン教育について 17件 

（２）少人数学級について ５件 

（３）部活動について ４件 

（４）学校教育について 22件 

４．ＰＴＡについて  

（１）負担軽減、簡素化、効率化について ９件 

（２）廃止すべき ３件 

５．学校・家庭・地域の連携について 

学校・家庭・地域の連携について ３件 

６．モラルについて 

モラルについて ３件 

７．感染症対策等について 

感染症対策等について ２件 

８．文化活動や地域行事などについて  

文化活動や地域行事などについて 13件 

９．その他の教育施設等について 

（１）公園設備について ３件 

（２）公共施設の無償化について １件 

（３）児童クラブについて ７件 

（４）就学前施設について ４件 

（５）放課後等の居場所、学習の場について ３件 

10．その他 

（１）学校施設の有効活用について ２件 

（２）学校選択制について １件 

（３）高校について ４件 

（４）医療費等の無償化について 11件 

（５）その他 35件 
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２ 教職員アンケート調査 ２４１件（２０３人） 

１．子どもの学び、育ちについて 

（１）学力について ３件 

（２）不登校やいじめについて １件 

（３）支援が必要な子ども・家庭について ２件 

２．教職員、教育環境等について 

（１）教職員について 111件 

 ① 教職員の資質向上について (８) 

 ② 勤務時間の適正化、多忙解消、増員などについて (99) 

 ③ その他  (４) 

（２）学校再編について 28件 

 ① 賛成意見 (17) 

 

② 反対意見 (５) 

③ 小中一貫教育について (２) 

④ その他 (４) 

（３）通学、安全、安心なまちについて ３件 

（４）学校施設等について 26件 

３．子どもの教育について 

（１）ＩＣＴ、オンライン教育について 34件 

（２）少人数学級について ６件 

（３）その他 ９件 

４．ＰＴＡについて 

ＰＴＡについて １件 

５．学校・家庭・地域の連携について 

学校・家庭・地域の連携について ５件 

６．モラルについて 

モラルについて １件 

７．感染症対策について 

感染症対策について ４件 

８．文化活動や行事などについて 

文化活動や行事などについて ２件 

９．その他 

その他 ５件 
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Ⅸ 参考資料 

１ 市民アンケート調査票 
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２ 教職員アンケート調査票 
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３ 小学５年生・中学２年生調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


